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も
喝
事
九

v
J

母
親
特
t
時
iλ

ー
す

市
岡
山
の
み
な
さ
ま
、
あ
げ
、
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
八
一
俸
の
新
春
を
潟
、
ぇ
、
議
ん

で
み
な
菩
ま
の
ご
総
務
と
ご
繁
栄
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

抑
制
初
五
十
六
年
の
お
T
一
線
に
あ
た
号
古

市
議
会
を
代
中
殺
し
ま
し
て
、
話
叫
ん
や
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
取
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
あ
げ
ま
し
て
お

め
℃
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
た
く
し
は
昨
年
十
ご
同
月
十
日
μ
獄
絵

の
察
側
閥
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、

uu lE 

我
孫
子
市
は
永
と
は
糊
に
蕊
ま
れ
た
災

し
い
ま
ち
で
す
。

翻
耕
地
別
け
、
夕
焼
け
を
践
す
手
加
賀
浴
、

利
綴
川
川
、
士
口
利
奴
α

お
い
-
歳
出
災
を
物
語

る
吉
崎
明
鮮
や
神
社
、
お
守
の
数
々
。
こ

の
内
ザ
た
か
な
環
淡
の
ゆ
で
、
掛
階
段
で
開
明

る
い
市
回
偶
然
泌
が
覚
ま
れ
、
開
明
日
を
制
問

、7
子
然
途
が
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
ま

す。

穣iZl 

こ
の
ま
ち
の
美
し
い
自
然
を
ゆ
リ
り
、

品
開
渓
な
生
滋
を
脳
側
、
つ
私
浅
は
、
開
制
開
閉
持
組

育
文
総
務
中
巾
を
同
時
指
制
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い

Emし
上
げ
ま
し
て
、

第
一
燃
の
ご
淡
務
と
い
た
し
ま
す
。

渡布袋

A 

善意

か
ら
ず
も
浴
滋
会
議
長
の
削
究
機
に
つ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
号

ま
す
が
、
掛
地
ガ
自
治
の
銭
授
の
た
め
緩

心
総
滋
努
力
い
た
ず
所
存
で
あ
り
ま
す
。

近
年
に
お
け
る
当
市
は
人
口
も
十
J

お

を
こ
、
λ
、
脳
出
関
軸
斜
線
文
化
都
中
治
へ
後
盛

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
市
行
政
波
放
の

よ
ろ
し
き
を
後
た
結
楽
で
あ
り
、
士
宮
び

に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
号
ま
す
α

今
一

年
こ
そ
は
本
市
の
よ
り
一
綴
の
綴
進
の
一

年
と
し
て
、
中
市
政
本
中
川
帆
燃
に
わ
た
り
山
内
議
一

十
九
災
に
最
火
の
労
力
を
Mm
涼
ナ
る
一
的
存
一

で
あ
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
綴

滋
と
ご
綴
惜
障
会
お
綴
い
由
市
し
ト
ム
げ
ま
す
。
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の
ほ
う
な
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幻
ろ
く
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み
ん
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み
え
L
な
り

か
み
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た
げ
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す
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て

ん
仁
与
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き
む
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が
た
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と
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み
ま
す
!
窓
味
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一
お
則
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ほ
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人
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入
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叩
什
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段

L
て
時
間
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の
た
ま

も
の
で
得
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い
る
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前
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民
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務
殺
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し
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い
た
わ
や
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去
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也
れ
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制
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仏
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叫
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。
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な
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湖
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叫
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縫
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が
れ
て
か
ら
‘
一
…
十

小
川
料
情
聞
い
い
開
閉
ま
れ
、
ま
た

H
H

や

水

来

年
M

闘
で
し
た
J

こ
れ
が
ら
も
ザ

て
仲
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れ
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仲
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縁
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菱
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榊
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滋
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菱
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と
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日中友怒蓑嘉手指民訪中臨むご参加を
訪中宙実行運襲撃連会

主主孫子 i首長譲渡辺喜重盗

殺孫子f1j議会議韓意義 日馨俊革連

1972俸には重量織のをヨやの重量3<l1IE常化し、 197m8!'奇心r<t待望のE抑制
君主綴条約の締総mまりましだ。この一次帯水の滋聖書関係はやる祭主主い歴産
主主5右翼きさまりであり、我々の言己犠院議誇らしいところでありま写。

以来各/;]脅かをう罪文多くの獄中l1綴普請されている理解繁こそは殺事F友主主(J)紫
綬として襲撃1""しい怒りであり務官;1"0 つまり、

り、議児童蓑皇室深い活動ぜこ機器撃し¥l:さしま90
をき襲撃滋一気iこしかず、といわれま写主久これは実際!とその滋でみない

と僚かでないというよととでありぎ挙。ここ!とその機運裏動燃し，つつあると

軍事[;寝耳緩留な癒思議室主とあい援えt:tl:認の行絞・文化・殺害寄 医療・こE講義

絡にわたりあらゆる分霊撃で親善襲安流なはかり、 CA空軍機勺怒る中国l1量電話曜
のゆに総力で院関隠…体でE語むといそう箆訟なその殺をf!j差是!こ伝ええさいと慾

蓄量するもの-cあります。これも夜空きと平和後jj(め穏いその箆擦と絡事実唱を

それぞれのな尊重で生かしどいという熱重量!こ総絞り霊長せん。

何事務く(J)/;]々 のご遼商事点よ了爾i局ご著書君訂後緩うものであり絞殺。

o o o o 
階鵠司麗融 旅行保険料脚畿縁側油汚⑤

41'き118(士)tJ'34Fヨ19B
(8) (J)9B録。 ~~ll電・杭州・上

意思・蘇対{

[ベ劃
4{活苦号機

渡益
3715内務後〈主主だし烈のものは

旅鈎必殺をまれませんJめ長選滋使用

料b民主E日15∞F号、 北淡1700fIJ②量産

総宅手続草書凝料9α∞fIJ③fE重量(J)望書タト

@少主事のお 惨笥鍔 11'司ア日

量買物、 )J)レコー}~磁波蕊重量殺護買

事華料12C怒fIJ(z)B義務代ぼ籾fI]~安定さiま

40∞Fヨ診をの惚豊富人的費用-¥1.1)

恒国後翻
ilif!話公憲議総望書寮

費予綴創
〈総〉日本.3<濁3<主主義酒依然行子

事産淡長豊中主宰銀行ヅ)[.，-ブ世0472-
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